
子どもが発熱したときの対応と感染対策 新型コロナの可能性を踏まえて ２０２１年８月３１日Yahooニュース 高山義浩先生より 

https://news.yahoo.co.jp/byline/takayamayoshihiro/20210831-00255883?fbclid=IwAR3c_gYMtOq56Fzx06mnuXbEQ-IrflfwOcUq9NGd6LKjYI9pPHB-mNj9w3A

令和３年９月７日富士市医師会学校保健検討委員会・感染症対策委員会

小児における発熱等風邪症状の対応と登校基準
1. できるだけ医療機関受診し、医師の診察を受ける。

2. 地域の流行や接触から感染が疑われる場合は、できるだけコロナ検査
（PCRや抗原検査）を受ける。

3. 登校基準
①コロナ検査が（-）でも接触等からコロナ感染が強く疑われる場合
→発症日を０日目として 10日間経過し、かつ症状軽快し解熱剤を
使用せずに平熱が 24時間以上続いていることを確認してから。
※「症状軽快」とは、発熱・倦怠感・咽頭痛が治まっていて、全体に症状
改善傾向のこと。

②コロナ検査が（-）で、接触が明らかでない場合
→症状軽快し解熱剤を使用せずに平熱を 24時間確認してから。

③感染の恐れが低いと判断され、コロナ検査も行わなかった場合
→症状がなくなり次第。


